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４m 以上の道路に接していなければなりません。

ただし、幅
ふく

員
いん

が４m 未満でも、特定行政庁（安城市長）

場合は建築することができます。その際は、中心線から

２m 後退して建物や塀などを建築しなければなりませ

ん。（片側ががけ地や川などにより、中心線から両側に

後退できない場合などは、個別にご相談ください。）

－道路と建築敷地の関係ー

狭
せま

い道路は、車と歩行者が安全にすれ違いできな

い、道路排水が悪いなど、私たちが普段の生活をし

ていく上で、様々な問題点を抱えています。

また、消防や救急などの緊急活動に支障をきたす

ことも予想されます。 この道路中心線から2ｍ後退した位置を後退線とします。また、後退線と道路境界線が交わるポイントを
頂点とする底辺3ｍの二等辺三角形の土地を隅切り用地といいます。

個々の建築行為等にあわせ、後退用地や隅切り用地等を寄附していた
だきます。（原則測量や所有権移転手続きは市が行いますが、申請者等
の事情により寄附ができない場合は、ご負担いただくことがございま
す。）なお、隅切り用地等の寄附については、謝礼をお支払いすること
ができます。

後退用地や隅切り用地等にある工作物等の移設及び撤去の費用につい
て、条件を満たしたものは 10万円を上限に補償金を受けることもでき
ます。※建築課が定めるブロック塀等撤去費補助の対象については、建
築課へお問い合わせください。

寄附された後退用地や隅切り用地等については、整備する必要性がある
場合は市が舗装等の整備を行います。

申請者は建築基準法第６条第１項の規定により確認を受けようとする者
に限らず、狭あい道路に接する土地所有者等なら誰でも申請可能です。

後退用地を自己で狭あい道
路の形状と同程度に整備、
維持管理していただきます。
この場合は、後退杭を設置
していただくとともに、塀
や植栽等がある場合は除却・
移設をしていただきます。

安城市の現状

「安城市狭
きょう

あい道路拡幅整備要綱」による整備イメージ

問題点

道路はとても大切な役割を果たしています。人や

道
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幅
はば

（幅
ふく

員
いん

）が４ｍに満たない狭
せま

い道路がたくさん存在して

います。

安城市では、こうした狭
せま

い道路が抱える問題を解決するため、市民の皆さんが建物の新築・増改築などをな

される場合に、４ｍの道幅（幅員）を確保できるように平成 20 年 4 月 1 日に「安城市狭
きょう

あい道路拡幅整備要

綱」を定め、市民の皆さんと協力しあいながら、狭
きょう

あい道路の拡幅整備を進めることで、安全で住みよい環境

と災害に強い街づくりを進めています。
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道路は人や車の通行はもちろん、日当たりや風通

しを良くし、住みやすい環境や災害に強い街をつく

るために役立っています。
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